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武
雄
市
は
平
成
１８
年
３
月

に
旧
武
雄
市
、
山
内
町
及
び

北
方
町
が
合
併
し
た
佐
賀
県

の
西
部
に
位
置
す
る
人
口
約

５
万
２
０
０
０
人
の
市
で
す
。

　
合
併
後
、
当
時
３６
歳
と
い

う
全
国
一
若
い
市
長
が
就
任

し
、
平
成
１９
年
４
月
、
選
挙

公
約
実
現
に
向
け
て
大
幅
な

行
政
組
織
再
編
が
行
わ
れ
、

「
食
育
、
地
産
地
消
」
及
び

「
子
ど
も
は
宝
」
を
進
め
る

た
め
に
、
「
こ
ど
も
部
」
が

設
置
さ
れ
、
食
育
課
・
未
来

課
・
支
援
課
と
い
う
一
体
的

な
組
織
体
制
の
も
と
で
、
食

育
と
子
育
て
全
般
の
業
務
を

一
本
化
し
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
住
民
と
の
対
話
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
気
軽
に

行
っ
て
遊
べ
る
広
場
「
キ
ッ

ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
庁
舎

内
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
旧
北
方
町
の
空
き

施
設
を
活
用
し
て
「
子
育
て

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設

置
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
こ

ど
も
部
に
行
け
ば
子
ど
も
に

関
す
る
相
談
が
全
て
で
き
る

シ
ス
テ
ム
」
に
な
っ
て
い
る

点
に
、
武
雄
市
の
食
育
と
子

育
て
に
対
す
る
考
え
「
子
育

て
の
し
や
す
い
市
を
目
指
す
」

と
い
う
思
い
が
強
く
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

伊
万
里
市
は
武
雄
市
の
北

部
に
隣
接
す
る
人
口
約
５
万

８
０
０
０
人
の
市
で
す
。

　
「
食
育
の
取
り
組
み
」
は

食
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
る

以
前
の
平
成
１７
年
２
月
に
市

長
の
提
言
で
「
食
の
ま
ち
づ

く
り
宣
言
」
を
、
平
成
１９
年

３
月
に
は
「
食
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、

朝
ご
は
ん
運
動
の
推
進
、
食

の
ま
ち
づ
く
り
月
間
、
食
の

安
全
安
心
、
給
食
に
ふ
る
さ

と
食
材
伊
万
里
の
日
を
月
２

回
設
け
る
な
ど
地
産
地
消
の

推
進
、
自
発
的
な
生
産
者
と

消
費
者
と
の
交
流
活
動
な
ど

に
取
り
組
み
、
「
健
康
長
寿

で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

　
「
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
」
は
平
成
１６
年
度
策
定
の

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画

に
基
づ
き
、
独
自
の
施
策
と

し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
助
成
、
家
庭
児
童
相
談

室
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
及
び
児

童
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
子
育

て
応
援
基
金
を
創
設
さ
れ
る

な
ど
多
く
の
子
育
て
支
援
が

な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

黒
木
町
は
福
岡
県
南
東
部

の
中
山
間
部
に
位
置
し
人
口

約
１
万
３
０
０
０
人
の
町
で

八
女
茶
発
祥
の
地
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
「
学
校
統
廃
合
」
は
１２
校

あ
っ
た
小
学
校
を
平
成
９
年

か
ら
順
次
統
廃
合
を
進
め
、

平
成
２０
年
の
統
廃
合
に
よ
り

小
学
校
は
５
校
に
な
る
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
中
学
校
は
昭
和
４５
年
に
４

つ
の
中
学
校
を
１
校
に
統
合

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
廃
校
舎
の
活
用
方
策
」

は
地
元
の
要
望
等
で
校
舎
撤

去
後
小
さ
な
建
物
を
建
設
し

地
域
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

と
し
て
活
用
し
て
い
る
と
こ

ろ
が
あ
る
ほ
か
、
既
存
の
校

舎
を
農
業
体
験
交
流
施
設
と

し
て
活
用
す
る
な
ど
、
地
域

独
自
に
取
り
組
み
を
始
め
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

星
野
村
は
黒
木
町
の
北
東

部
に
隣
接
す
る
人
口
約
３
５

０
０
人
の
村
で
、
各
種
施
設

や
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
た
都

市
交
流
に
よ
り
年
間
約
40
万

人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま

す
。

　
「
学
校
統
廃
合
」
に
つ
い

て
は
昭
和
５８
年
に
学
校
問
題

協
議
会
が
設
置
さ
れ
検
討
さ

れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
が
、

実
質
的
に
は
平
成
７
年
１０
月

に
行
革
推
進
本
部
が
村
に
設

置
さ
れ
て
以
降
、
小
学
校
の

存
続
問
題
に
つ
い
て
協
議
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
９

年
３
月
に
「
学
校
問
題
検
討

委
員
会
」
が
発
足
し
、
話
し

合
い
の
結
果
、
平
成
１０
年
２

月
に
「
村
内
４
小
学
校
は
当

分
の
間
存
続
さ
せ
る
。
た
だ

し
、
児
童
数
が
３０
人
以
下
又

は
３
学
級
編
成
が
見
込
ま
れ

る
年
代
が
生
じ
た
場
合
は
、

統
合
を
視
野
に
入
れ
た
検
討

に
入
る
。
」
と
い
う
答
申
が

出
さ
れ
、
統
廃
合
に
至
ら
な

か
っ
た
が
、
そ
の
後
平
成
１９

年
度
に
は
「
３
学
級
編
成
」

が
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
平

成
１５
年
か
ら
平
成
１７
年
に
か

け
て
、
再
度
具
体
的
な
話
し

合
い
が
進
め
ら
れ
、
平
成
１９

年
４
月
に
４
小
学
校
を
統
合

し
て
新
た
に
１
校
を
新
設
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
所
　
見

　
４
市
町
村
と
も
行
政
ト
ッ

プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
ト

ッ
プ
の
思
い
が
職
員
、
地
域

に
伝
わ
る
こ
と
で
、
職
員
の

や
る
気
が
生
ま
れ
、
行
政
と

地
域
が
協
働
し
て
考
え
る
雰

囲
気
が
で
き
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　
平
成
19
年
11
月
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
佐
賀
県
の
武
雄

市
と
伊
万
里
市
で
「
食
育
と
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
」

に
つ
い
て
、
福
岡
県
の
黒
木
町
と
星
野
村
で
は
「
学
校
統

廃
合
の
実
例
と
廃
校
舎
の
活
用
方
策
」
に
つ
い
て
調
査
し

ま
し
た
。

こども部について課長から説明を
受ける委員（武雄市）

廃校後の校舎を農村体験交流施設として活用（黒木町）


